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プ
ロ
ロ
ー
グ

　
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
が
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
を
導
入
し
、
社
会
保
障

制
度
を
廃
止
す
る
」と
い
う
、
衝
撃
的

な
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
を
駆
け
巡
っ
た

の
は
、昨
年
12
月
初
旬
の
こ
と
だ
っ
た
。

日
本
で
も
報
道
さ
れ
る
と
、
駐
日
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
大
使
館
は
こ
れ
を
誤
報
と

し
、
な
ん
と
打
消
し
て
見
せ
た
の
で
あ

る
。
結
局
、
ニ
ュ
ー
ス
配
信
元
第
一
報

の
、
一
部
誤
訳
が
そ
の
原
因
と
判
明
し

た
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
報
道
は
、
観
測
筋
な

ら
ず
と
も
大
方
の
関
心
を
呼
び
起
こ

す
に
十
分
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
現
地
情

勢
か
ら
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
が
誤

報
と
さ
れ
た
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る

や
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
だ
。
本
稿
で

は
そ
の
直
近
の
動
向
に
目
を
向
け
て

み
る
。

浮
上
し
た

ベ
ー
シ
ッ
ク・イ
ン
カ
ム

　

思
う
に
、
連
立
政
権
の
柱
で
あ
る
中

央
党
が
、
昨
年
4
月
の
選
挙
戦
で
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム（
基
礎
的
所
得
保

障
）導
入
案
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

て
い
た
の
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
か
ら
、
政
権
に
返
り
咲
い
た
以
上
、

「
導
入
あ
り
き
で
社
会
保
障
制
度
は
廃

止
」と
す
る
短
絡
的
な
誤
訳
が
生
ま
れ

た
の
も
道
理
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は

と
も
か
く
、社
会
保
障
を
統
括
す
る
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
社
会
保
険
庁（
K
E
L
A
）

の
、
次
の
広
報
資
料
が
興
味
深
い
。

　
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
は
、
貧
困
や

失
業
と
戦
い
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
、
最
低
限
生
活
保
障
と
し
て
国

民
1
人
当
た
り
毎
月
8
0
0
ユ
ー
ロ

（
約
11
万
円
）を
無
条
件
で
支
給
す
る

計
画
で
あ
り
、
そ
の
制
度
導
入
を
決
定

す
る
段
階
に
あ
る
。
導
入
と
な
れ
ば
社

会
福
祉
や
失
業
給
付
な
ど
社
会
保
障

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
く
が
こ
れ
に
よ
っ

て
代
替
さ
れ
よ
う
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ

ン
カ
ム
構
想
は
長
年
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

に
よ
り
討
議
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
全
国
レ
ベ
ル
で
そ

の
モ
デ
ル
を
導
入
す
る
最
初
の
国
に

な
る
だ
ろ
う
」。

　

こ
の
記
述
に
は
、
政
府
の
基
本
方
針

が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
K
E
L
A
資
料
の
次
の
部

分
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。「
こ

の
計
画
は
、
過
去
3
年
に
お
よ
ぶ
経
済

の
低
迷
、
貧
困
の
拡
大
、
失
業
率
の
上

昇
に
対
す
る
政
府
回
答
な
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
保
障
制
度
の
終
焉
か

　
－

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
導
入
検
討
へ

K
E
L
A
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
導
入
に
対
す

る
国
民
の
支
持
率
は
69
％
に
及
ん
で

い
る
。
他
政
党
の
支
持
者
も
過
半
数
が

導
入
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
。
ユ
ハ
・
シ
ピ
ラ
首
相（
中
央

党
）も
こ
の
構
想
を
支
持
し
て
お
り
、

〝
自
分
と
し
て
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン

カ
ム
は
複
雑
化
し
た
社
会
保
障
制
度

の
整
理
・
簡
素
化
を
意
味
す
る
。
も
し

計
画
通
り
に
い
く
な
ら
、
簡
素
化
以
上

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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育
制
度
を
も
っ
て「
欧
州
の
優
等
生
」

と
さ
れ
て
き
た
。
1
人
当
た
り
G
D
P

も
5
万
ド
ル
で
日
本
を
上
回
る
の
だ

が
、
経
済
は
2
0
1
2
年
以
降
毎
年
マ

イ
ナ
ス
成
長
が
連
続
し
、
2
0
0
6
年

G
D
P
水
準
で
低
迷
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
競
争
力
は
世
界
の
第
4
位
か
ら

第
8
位
に
落
ち
て
も
い
る（
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
調
査
）。

　

こ
の
国
は
高
度
化
し
た
混
合

経
済
で
も
知
ら
れ
て
き
た
が
、

産
業
構
造
を
見
る
と
第
三
次
産

業
が
65
・
7
％
を
占
め
、
第
二

次
産
業
が
31
・
4
％
で
、
そ
の

内
訳
は
電
子
が
21
・
6
％
、
機

械
・
車
両
・
製
鋼
そ
の
他
重
工
業

が
21
・
1
％
、
林
業
が
13
％
、
化

学
が
10
・
9
％
と
続
い
て
い
る
。

G
D
P
の
3
分
の
1
は
国
際

貿
易
に
依
存
し
、
そ
の
60
％
は

E
U
が
相
手
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
に
深
く
係
っ
て
い
る
こ

と
が
分
る
。

　

か
つ
て
は
オ
ウ
ル
・
モ
デ
ル

を
基
本
に
地
域
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
政
策
を
積
極
的
に
展
開

し
た
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
成
長

し
た
ノ
キ
ア（
情
報
通
信
機
器

メ
ー
カ
ー
）が
近
年
不
振
に
陥
っ

た
の
は
、
大
き
な
打
撃
で
あ
っ

た
。
ノ
キ
ア
は
G
D
P
の
実
に

25
％
、
輸
出
の
20
％
、
研
究
開

の
意
味
が
あ
っ
て
、
貧
困
や
失
業
に
終

止
符
を
う
ち
、
経
済
的
自
由
と
平
等
の

始
ま
り
に
な
る
と
確
信
す
る
″
と
語
っ

て
い
る
」。

「
欧
州
の
優
等
生
」
か
ら

「
欧
州
の
病
人
」
へ

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、周
知
の
よ
う
に
、

優
秀
な
経
済
と
高
度
な
社
会
福
祉
、
教

発
投
資
の
30
％
、
法
人
税
の
23
％
を
占

め
て
経
済
を
牽
引
し
て
き
た
だ
け
に
、

そ
の
不
振
は
経
済
全
体
に
影
を
落
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
超
高
齢
化
か

ら
く
る
生
産
年
齢
人
口
の
縮
小
と
い

う
人
口
オ
ー
ナ
ス
、
低
労
働
生
産
性
な

ど
も
競
争
力
低
下
の
要
因
に
数
え
ら
れ
、

加
え
て
失
業
率
は
約
10
％
、
若
年
層
の

失
業
率
は
22
・
7
％
と
上
昇
し
て
い
る
。

「
格
差
拡
大
で
経
済
成
長
の
機
会
を
最

も
逃
し
て
い
る
国
の
一
つ
」（
O
E
C
D

調
査
）と
指
摘
さ
れ
、
さ
し
も
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
も「
欧
州
の
病
人
」と
呼
ば

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
政
府
が
対
策
と

し
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
導
入
を

考
え
始
め
た
の
に
は
、
こ
う
し
た
背
景

が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
わ
け
だ
。

ベ
ー
シ
ッ
ク・イ
ン
カ
ム

と
は

　

周
知
の
よ
う
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ

ン
カ
ム（
基
礎
的
所
得
保
障
、
B
I
）

と
は
、最
低
限
の
所
得
保
障
の
一
種
で
、

国
が
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
最
低
限

の
生
活
保
障
に
必
要
な
額
の
現
金
を

無
条
件
で
定
期
的
に
支
給
す
る
も
の

だ
。
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム（
普
遍
的
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ

ン
カ
ム
、
U
B
I
）と
呼
ぶ
こ
と
も
あ

る
。
欧
州
の
あ
る
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク

（
U
B
I
E
）
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
あ

る
べ
き
姿
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と
は
、

①
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル（
普
遍
的
）な
も

の
で
あ
る
。
年
齢
、
出
自
、
住
居
、
職

業
の
有
無
な
ど
に
係
わ
り
な
く
、
す
べ

て
が
平
等
に
受
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
個
人
別
で
あ
る
。
だ
れ
も
が
個
人
を

ベ
ー
ス
に
受
給
の
権
利
を
も
つ
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
、
婚
姻
関
係
、

同
棲
関
係
、
所
帯
状
況
、
所
帯
内
の
各

個
人
の
所
得
や
財
産
な
ど
と
は
無
関

係
で
あ
る
。　

③
無
条
件
に
適
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
権
な
の
で

あ
り
、
い
か
な
る
前
提
条
件
も
必
要
と

し
な
い
。　

④
十
分
な
水
準
で
あ
る
こ

と
。
金
額
は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
な
生
活
を

保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
国
の
社

会
的
・
文
化
的
水
準
を
み
た
す
も
の
で

あ
る
。
物
質
的
な
貧
困
を
防
ぎ
、
社
会

参
加
や
尊
厳
の
う
ち
に
生
活
す
る
機

会
を
提
供
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。」
と

し
て
い
る
。

ベ
ー
シ
ッ
ク・イ
ン
カ
ム
構
想
の

変
遷

　

振
り
返
れ
ば
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ

ン
カ
ム
構
想
に
も
長
い
歴
史
的
な
流

れ
が
あ
る
。
そ
の
嚆
矢
は
、
16
世
紀

の
ト
マ
ス
・
モ
ア
に
ま
で
遡
る
。
そ

の
後
1
7
0
0
年
代
に
至
っ
て
、「
コ

モ
ン
・
セ
ン
ス
」
の
著
者
イ
ギ
リ
ス
の

ト
マ
ス
・
ペ
イ
ン
が
「
ア
グ
ラ
リ
ア
ン
・
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ク
が
、
著
書
「
奴
隷
制

へ
の
道
」
で
、
人
々
に

最
低
限
の
所
得
を
保
障

す
る
考
え
方
を
支
持
し

て
い
る
し
、
1
9
4
8

年
の
「
国
連
人
権
宣
言
」

が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン

カ
ム
の
権
利
を
示
唆
し

て
い
る
の
は
よ
く
知
ら

れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
派

の
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー

ド
マ
ン
が
「
資
本
主
義

と
自
由
」
の
な
か
で
、

貧
者
の
救
済
方
法
と
し

て
は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

イ
ン
カ
ム
・
タ
ッ
ク
ス
が

有
効
」
と
の
説
を
成
し

た
の
は
1
9
6
2
年
で

あ
っ
た
。

　

ポ
ー
ル
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
が
、
ガ

ル
ブ
レ
イ
ス
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ト
ー
ビ

ン
ら
と
と
も
に
、
米
議
会
宛
に
書
簡

を
送
り
、「
全
国
的
な
所
得
保
障
シ
ス

テ
ム
」
を
採
択
す
る
よ
う
訴
え
た
の

は
1
9
6
8
年
で
あ
る
。
近
年
で
は
、

公
有
企
業
の
利
益
は
当
該
地
域
住
民

に
分
配
す
べ
き
と
の
、
社
会
的
配
当

を
主
張
す
る
左
派
か
ら
の
声
も
あ
る
。

ま
た
、
べ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
は

社
会
主
義
を
飛
び
越
え
、「
能
力
に
応

じ
て
働
き
、
必
要
に
応
じ
て
と
る
」

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
」
の
な
か
で
、
土
地

所
有
が
富
裕
層
に
集
中
す
る
状
況
下

「
こ
の
手
当
は
貧
富
の
差
な
く
、
健
常

者
・
障
害
者
の
差
な
く
、
各
人
に
行

き
渡
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
慈
善
で
は

な
い
」
と
記
述
し
て
い
る
。

　

1
9
1
8
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
哲

学
者
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
が

書
い
て
い
る
。「
必
要
物
資
の
入
手
に

十
分
な
少
額
の
金
銭
を
、
就
労
と
不

就
労
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
付
与
す
べ

き
で
あ
る
」。

　

1
9
4
4
年
に
は
F
・
A
・
ハ
イ
エ

社
会
に
向
か
う
近
道
と
す
る
主
張
も

現
れ
た
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
構
想
が
い
か
に
多
く
の
人

び
と
を
惹
き
つ
け
多
様
に
論
じ
ら
れ

て
き
た
か
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
お
お
む
ね
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
は
非
現
実
的
、
理
想
主
義

の
コ
ン
セ
プ
ト
と
見
做
さ
れ
て
き
た

の
も
事
実
で
あ
る
。

実
施
の
先
行
例

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
導
入
の
先
行
例
が
現
れ
た
。

1
9
7
0
年
代
の
カ
ナ
ダ
の
地
方
自

治
体
・
ド
ー
フ
ィ
ン
で
あ
る
。
当
初
、

一
定
の
所
得
保
障
が
あ
る
と
勤
労
意

欲
が
失
わ
れ
る
と
の
主
張
も
あ
っ
た
が
、

実
際
に
は
生
活
水
準
向
上
を
目
指
す

市
民
が
多
数
派
で
、
勤
労
意
欲
の
減
退

は
生
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
地

場
産
業
で
あ
る
森
林
業
が
不
況
に
襲

わ
れ
る
と
中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま

た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
都
市
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で

は
2
0
1
5
年
12
月
、
失
業
給
付
受
給

者
2
5
0
人
の
み
を
対
象
に
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
の
試
験
的
導
入
を
開
始

し
、
雇
用
へ
の
影
響
を
調
査
中
と
聞
き

及
ぶ
。

　

し
か
し
、
国
レ
ベ
ル
で
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
を
最
初
に
導
入
す
る
の

は
、
あ
る
い
は
ス
イ
ス
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
夏
に
も
導
入
是
非
を
め

ぐ
る
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
予
定

だ
か
ら
で
あ
る
。
可
決
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
成
人
１
人
当
た
り
月
間

2
5
0
0
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン（
約
30
万

円
）、
子
供
も
対
象
で
6
2
5
ス
イ
ス
・

フ
ラ
ン（
約
7
・
5
万
円
）が
支
給
さ
れ

る
と
い
う
。
事
前
調
査
で
は
、
そ
の
場

合
3
人
に
1
人
が
仕
事
を
止
め
る
と

答
え
て
い
る
。

再
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

動
向
に
つ
い
て

　

K
E
L
A
の
オ
リ
・
カ
ン
ガ
ス
調
査

局
長
は
語
っ
て
い
る
。「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
は
現
在
専
門
家
チ
ー
ム
が

憲
法
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
に
な
る

よ
う
鋭
意
注
力
中
で
あ
る
。
モ
デ
ル
研

究
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
2
0
1
5

年
10
月
だ
が
、
今
後
も
複
数
の
モ
デ
ル

が
提
案
・
検
討
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

例
え
ば
①
殆
ど
す
べ
て
の
社
会
保

障
給
付
に
代
わ
る
モ
デ
ル
、
②
既
存
の

社
会
保
障
給
付
の
多
く
を
残
し
な
が

ら
部
分
的
に
導
入
す
る
モ
デ
ル
、
③
所

得
が
増
え
る
と
給
付
が
減
る
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
・
イ
ン
カ
ム
・
タ
ッ
ク
ス
の
モ
デ
ル

等
々
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
ろ

う
。
そ
し
て
本
年
11
月（
3
月
末
の
見

方
も
あ
る
）に
は
モ
デ
ル
選
定
を
終
え
、

2
0
1
7
年
に
は
10
万
人
規
模
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
試
行（
2
年
間
）に
入
る
段

フィンランド社会保険庁から各家庭に送付される社会福祉関係の情報冊子（年 2回）
写真出所：KELA
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取
り
で
あ
る
」。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
試
行
は
全
国
規
模
で

始
め
る
が
、
こ
れ
に
参
加
す
る
市
民
は

く
じ
引
き
で
決
め
る
と
い
う
。パ
イ
ロ
ッ

ト
試
行
の
一
案
で
は
、
初
年
度
、
部
分

的
給
付
と
と
も
に
一
律
月
間
5
5
0

ユ
ー
ロ（
約
7
万
7
0
0
0
円
）
が
政

府
か
ら
支
給
さ
れ
、
2
年
度
の
段
階
で

8
0
0
ユ
ー
ロ
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
額
は
ま
だ
決
定
で
は
な

く
、
世
論
調
査
で
浮
上
し
た
希
望
額

1
0
0
0
ユ
ー
ロ
の
可
能
性
も
残
さ

れ
て
い
る
。
実
験
に
当
て
る
予
算
は

2
億
ユ
ー
ロ（
約
2
6
0
億
円
）
と
い

う
こ
と
だ
。
た
だ
そ
の
研
究
内
容
が
非

公
開
な
の
で
、
諸
々
の
憶
測
、
疑
念
が

ま
か
り
通
る
。

　

例
え
ば
、
①
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
な

の
か
、
②
そ
れ
は
本
当
に
貧
困
や
失
業

問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
の
か
、
③
経

済
は
活
性
化
す
る
の
か
、
④
市
民
の
勤

労
意
欲
は
減
退
し
な
い
の
か
、
⑤
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
反
対
派
と
ど
う

折
り
合
い
を
つ
け
る
の
か
、
⑥
同
等
の

処
遇
を
受
け
て
き
た
移
住
労
働
者
の

扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
、
⑦
伝
統
の
社

会
保
障
制
度
は
消
滅
す
る
の
か
な
ど
、

ト
ピ
ッ
ク
ス
に
は
事
欠
か
な
い
。

　

し
か
し
、
財
源
が
何
か
も
最
大
級
の

問
題
で
あ
ろ
う
。
政
府
債
務
残
高
が

G
D
P
の
60
％
と
い
う
状
況
で
、
緊
縮

財
政
の
下
で
は
、
財
源
確
保
は
社
会
保

障
費
の
削
減
分
を
充
て
る
に
せ
よ
、
政

府
支
出
の
節
減
、
増
税
な
ど
も
選
択
肢

と
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
K
E
L
A

は
、
所
得
準
拠
の
社
会
保
障
給
付
の
多

く
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
住
宅
手
当
な
ど

は
維
持
さ
れ
よ
う
、
な
ど
と
示
唆
し
て

い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
研
究
中
の
モ
デ
ル

決
定
が
明
か
に
な
れ
ば
、
国
民
の
間
で

勝
ち
組
、
負
け
組
の
別
が
明
ら
か
に

な
り
、
後
者
の
強
い
反
発
が
予
測
さ
れ

よ
う
し
、
最
終
的
に
国
会
審
議
に
入
れ

ば
、
与
党
議
員
の
中
に
も
反
対
票
を
投

ず
る
グ
ル
ー
プ
も
出
て
こ
よ
う
、
と
は

K
E
L
A
関
係
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

の
率
直
な
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

批
判
派
、
反
対
派
は
…

　

一
方
、
野
党
・
社
会
民
主
党
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
記
す
な
ら
、
2
 
0
 

1
2
年
選
挙
で
5
期
30
年
に
及
ん
だ

社
民
党
出
身
の
大
統
領
が
交
代
し
た

こ
と
は
、
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。
社

民
党
は
国
民
生
活
の
安
寧
は
社
会
保

障
制
度
が
基
本
で
あ
る
と
し
、ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
は
勤
労
意
欲
を
失
わ
せ

る
の
み
な
ら
ず
、無
償
だ
っ
た
医
療
費
、

教
育
費
な
ど
が
自
己
負
担
と
な
れ
ば

国
民
生
活
を
圧
迫
し
、
財
源
問
題
を
惹

起
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
ル
ー
テ
ル
派
の

労
働
倫
理
に
反
す
る
、
な
ど
と
し
て
い

る
。
た
だ
、
際
立
つ
反
対
の
声
は
影
を

潜
め
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

そ
の
社
民
党
と
連
携
関
係
に
あ
り
、

組
織
率
68
％
の
労
働
運
動
、
す
な
わ

ち
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
労
組
中
央
組
織（
S
 

A
K
）
や
俸
給
従
業
員
同
盟（
S

 
T
 

T
K
）も
、
労
働
条
件
改
悪
に
傾
斜
す

る
現
政
権
と
は
対
立
関
係
に
あ
る
。
労

働
と
連
動
し
な
い
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン

カ
ム
導
入
は
い
ず
れ
賃
金
の
引
き
下

げ
や
労
組
の
団
体
交
渉
力
を
削
ぐ
方

向
に
働
き
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
流
提
案
を

支
持
す
る
経
営
側
の
み
を
利
す
る
の

で
は
と
警
戒
心
を
強
め
て
い
る
状
況

に
あ
る
よ
う
だ
。
た
だ
、
失
業
保
険
制

度
を
管
理
す
る
労
働
組
合
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
微
動
だ
に
し
な
い
と
も
聞
き
及

ぶ
と
こ
ろ
だ
。

エ
ピ
ロ
ー
グ
　

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
の
行
方
は
、
道
筋
は
提

示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
不
透

明
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

欧
州
で
は
、
新
た
な
産
業
革
命
で
ロ

ボ
ッ
ト
化
が
一
層
進
み
、
雇
用
創
出
よ

り
は
雇
用
喪
失
が
上
回
る
で
あ
ろ
う

近
未
来
社
会
の
到
来
が
予
測
さ
れ
る
中
、

ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
に
寄
せ
る
関

心
が
じ
わ
り
と
浮
上
し
つ
つ
あ
る
。
と

な
れ
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
導
入
は

壮
大
な
社
会
実
験
と
な
る
だ
ろ
う
。
社

会
の
形
の
有
り
よ
う
に
も
係
る
か
ら
だ
。

た
し
か
に
、
人
口
5
4
0
万
人
、
労
働

力
人
口
2
5
0
万
人
規
模
の
国
だ
か

ら
こ
そ
導
入
も
可
能
性
が
高
い
と
の

声
も
無
視
は
で
き
ま
い
。

　

ま
ず
は
今
秋
11
月
の
モ
デ
ル
選
定

が
、
そ
し
て
２
年
間
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
試

行
後
の
2
0
1
9
年
の
結
果
発
表
が
、

注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
か

り
に
、
そ
の
結
果
、
現
行
の
社
会
保
障

制
度
は
保
全
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
本
稿

冒
頭
の
誤
報
と
や
ら
は
そ
の
通
り
誤

報
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

い
ま
は
、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
よ
何い

ず
こ処

へ
」、
で
あ
る
。

（
2
0
1
6
年
2
月
29
日
記
）

（
参
照
資
料
）フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
保
険
庁
、

U
B
I
E
、
S
A
K
資
料
ほ
か
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